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2. 平成 22年度の研究の特筆すべき成果 

平成 22年度の成果を(1)学術的側面と(2)組織的側面とについて各々報告する。 
 

(1) 学術的成果 
平成 22年度の特筆すべき成果としては、国内を中心とした VLF/LFネットワークを駆使した多年にわた

る VLF/LF観測データをに基づき、地震と電離層擾乱との因果関係の確立した事である（米国地球物理学
会誌、2010年）。1999年から 9年間の、しかも国内パスのみならずロシアカムチャカパスでの観測データ
を用い、マグニチュード 6 以上の、しかも浅い（深さ 40ｋｍ以下)地震に対しては VLF/LF伝搬異常（即
ち、電離層擾乱）が明瞭に出現することを統計的に示した。極めて重要な結果である。この日本 VLF/LF
ネットワークの機器更新を本年度は行った。即ち、従来の受信システムを最新のソフトパルシステムに変
更して、さらにネットによるデータ伝送システムとした。また、インドネシアバンドン工科大学、および
台湾国立中央大学において、共同研究の一環としてＶＬＦシステムの観測を開始した。 
他方、ULF電磁放射の観測を従来より母子里（北海道）にて行って来たが、新規の ULF/ELF観測点を九

州に確立し、中部大ネットと連携し、国内ネットワークを張ることとなる。また、人工衛星 DEMETERデー
タを用いた、地震に伴う電離層ゆらぎの研究などの解析も開始した。また、電子工学科の複数の教員との
異常信号の抽出という信号処理法に関する共同研究も行っている。 
また、ステーションメンバーの早川が編集したモノグラフ（Electromagnetic Phenomena Associated 

with Earthquakes）が 2009年インド出版社より出版された。地震電磁気に長年従事している研究者によ
るレビュー集で、地圏現象、地球化学現象、室内実験、大気圏現象、電離圏現象（地上、衛星観測、地圏
の大気圏、電離層結合までの全分野を網羅するよい参照本と成っている。 

 
(2)  組織的成果 
地震電磁気学の国内・国外的研究推進のため、本研究ステーションと中部大学 地球ウォッチ・市民安

全センターとの間でセンター間連携を 2008年締結した。同大学は近年文部省の私立大学学術研究高度化
推進事業学術推進フロンティア事業を受けるなど、私立大学のうちで地震電磁気を最も強力に推進してい
るグループであり、国立電通大と私立中部大のセンター間連携は重要な意味を持つと考えられ、本年度も
順調な共同研究が続けられている。 
さらに、国外との共同研究にも力を入れている。バンドン工科大学は電通大の協定大学でもあるが、今

回、本学卒業生のスホノ教授の紹介により、電気電子工学科ムニール准教授との本学学生の交流も含めた
共同研究からさらには電気電子工学科との共同研究の発展が期待されている。 
 
 
3. 平成 22年度の研究成果の公表実績 
 

(1) 主催研究発表会 
a) 地震電磁気シンポジウム （2010年 12月 24日 電通大） 

恒例の電通大でのシンポジウムということで、国内より約 50名のこの分野の研究者が集結し、
極めて活発な討論会であった。一般講演 13件から構成され、地震に伴う電磁気現象の地上から人
工衛星までの最新の興味ある観測結果が発表された。電通大のグループも多くの最新成果を発表
した。 

b) 地震電磁気セミナー 
本セミナーは早川が千葉大の客員教授を務めた平成 15 年よりスタートしたものである。国内

の地震電磁気研究者の定期的会合で、毎月行われ、毎回全国から約 40 人前後が参加し議論を行
っている。第 60回のセミナーは上記シンポジウムとの共催であった。 

c) 特別セミナー 
下記のステーション主催の特別セミナーを開催した。地震電磁気分野のみならず、地球環境な

どの分野も含め、世界最先端の研究者による講演会である。 
2010年 5月 25日  Dr. Y. Yair(イスラエル)  
2010年 6月 3 日  Dr. A. P. Nickolaenko (ウクライナ) 
2010年 6月 10日  Dr. A. P. Nickolaenko (ウクライナ) 
2010年 7月 9日  Dr. V. Surkov (ロシア) 
2010年 8月 26日  Dr. D. Nunn (英国) 



 
d) 地球環境国際シンポジウム（電通大、5月 21日、芳原チェア） 

地震電磁気研究ステーションの初代ステーション長の早川教授の停年退官、名誉教授を祝し
た国際シンポジウムを開催した。テーマは地震電磁気のみならず、地球環境全般に関するもので
あった。外国人 10人（仏国、ロシア、ウクライナ、インド等）の他、国内から上田誠也教授、
太田教授（中部大）、服部教授（千葉大）、湯元教授（九州大）など多くの参加者にて活発な議論
が行われた。懇親会は中華飯店にて楽しいパーティであった。 

(2) 研究成果の発信状況 
地震電磁気に関する研究成果は主として日本大気電気学会（2010年 7月（岐阜大）、2011年 1月（防衛

大学校））発表会にて発表された。ともに大学院学生を中心に多数の論文を発表した。また、2010年 5月
の JPGU（惑星圏学会）では芳原が大気電気セッションを企画し、また芳原、早川が招待講演を行った。 
次に、2011年 11月 16日－18日にはインドアグラ大学において地震電磁気の国際会議が開催されたが、

電通大及び本研究ステーションは共催としての参加であった。芳原、早川が招待講演を行い、早川は本会
議の国際アドバイザー長を務めた。また、バンドン工科大学、電気電子工学科にて芳原地震電磁気に関す
る招待講演を行った（2011年 2月）。 
最後に国際会議での発表としては、EGU（欧州地球科学連合）と AGU（米国地球物理連合）にて芳原が

数編の招待講演を行った。 
 

 
4. 外部資金の獲得状況 

 科研費（基盤(B)、海外学術調査） 平成 15，16，17年度 
 科研費（基盤(C)）            平成 22，23，24年度 
 情報通信研究機構（NiCT）国際共同研究 平成 17，18，19年度 
 情報通信研究機構（NiCT）国際共同研究 平成 20年, 21年度 

 
 
5. 今後の研究発展 （外部への発信、外部資金獲得計画を含む） 
電通大及び電通大地震電磁気研究ステーションが地震電磁気研究の国際的センターであることを是非

とも持続したいと考えている。従来同様国内外のグループ、研究者との共同研究を強力に推進する方向で
ある。 
外部資金の獲得計画に関しては、他にも(1)科学振興調整費、(2)JSTの大学発ベンチャー事業、（3）各

種助成金等に申請している。 
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